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教育委員会会議 平成２５年 3月定例会 会議録 
 
 
（14：00） 

1．開 会 

            

2．委員長あいさつ 

            

3．会議録の署名者の件について 

津山市教育委員会会議規則第15条2項の規定による。 

 

4．前会会議録の承認 

全員賛成 
 

非公開事案の採決 

 議事の前に、6.議事(1)議案⑦、⑨は津山市教育委員会会議規則第13条第1項の規定に該当するとして、

以上2件の非公開を全員一致で可決承認。 

 

5．教育長等の報告 

今回は該当なし。 

 
6．議事 

（1）議案 

 ①津山市教育委員会職員職名規則の一部を改正する規則について（教育総務課） 

 概要説明 

平成 25年 4月 1日付の機構改革により、生涯学習部内に「津山市史編さん室」が設置されることに伴

い、議案①から③までのとおり関連する規則等の所要の改正を行うもの。「津山市史編さん室」は、資

料の教育委員会組織図のとおり文化課の次に示されており、合併後の津山市全体の市史について整理し、

作成することを目的に設置される。 

まず、議案①では、「津山市史編さん室」の設置に伴い、室長、室長補佐の職名を加える。また、今後、

次長職も想定されるため併せて加える。その他、郷土博物館及び洋学資料館へ博物館法により学芸員の

資格を持つ職員を配置しているが、これまで「学芸員」の職名を発令していないため、平成25年4月1

日付で、「学芸員」の職名を発令することに伴い同職名を加えるほか、館長の職名の整理をするもの。 

全員の挙手により原案どおり可決承認 

 

②津山市教育委員会処務規則の一部を改正する規則について（教育総務課） 

概要説明 

こちらも「津山市史編さん室」の設置に伴う整理で、津山市教育委員会処務規則の教育委員会の内部組

織の中に「津山市史編さん室」を加え、現在、文化課文化振興係の分掌事務である市史編さんに関する

ことを、津山市史編さん室の分掌事務とするよう改正するもの。その他、所要の改正を行うもの。 

全員の挙手により原案どおり可決承認 

 

③津山市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する規程について（教育総務課） 

 概要説明 

 こちらも「津山市史編さん室」の設置に伴う整理で、代決の順序及び津山市史編さん室長の専決事項を

加えるもの。これまで文化課長の専決事項であった、市史編さんに関することを、津山市史編さん室長

の専決事項に改正する。併せて、図書館長の代決・専決に関する規定を加え、スポーツ課の専決事項の

字句の改正について所要の改正をするもの。 

全員の挙手により原案どおり可決承認 

 

④平成25年度教育行政重点施策の策定について（教育総務課） 

概要説明 
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主な内容については2月の協議会にてお示ししたとおり。今回、その中で特徴的なこととしては、資料

11ページの本年度から小学5年生に対して始めたＱ－Ｕ検査を、平成25年度は中学校1年生にも実施

すること。Ｑ－Ｕ検査は、「楽しい学校生活を送るためのアンケート」で、小・中学校の不登校や長期

欠席者の出現率の改善を目指すもの。 

全員の挙手により原案どおり可決承認 

 

⑤学校力向上推進プランの策定について（学校教育課）平成 25年度教育行政重点施策の策定について

（教育総務課） 

概要説明 

平成28年度までの学校教育課の具体的な施策をまとめたものが、「学校力向上推進プラン」であります。 

このプランは、先月までの教育委員会でも策定案をご覧いただき、校長会等からの意見も聞きながら、

最終案が完成した。28ページにプランの概要版、別冊にプラン本文とロードマップ、推進イメージ図を

掲載している。 

28ページの概要版のとおり、学校力向上に向けた 3つの重点を「学力向上」「生徒指導・不登校支援」

「特別支援教育」に置き、今までの施策を充実発展させていくよう考えている。 

この中で特徴的なもののみご報告すると、生徒指導、不登校支援については、本年度から始めたＱ－Ｕ

検査を、平成 25年度は県事業として小学校 5年生と中学校 1年生に実施する。また、相談活動の充実

のため、スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーの配置を県の事業を活用して進めていく。

学力向上については、市独自の学級編制の弾力化を推進し、35人学級編制をすすめるとともに、各学校

における授業改善はもとより、平成25年度から標準学力検査を全校の小学校3年生に実施し、また、5

年生に対しても県の事業が最終的に決定すれば実施する予定で、小学校期の学習の習熟状況を把握した

上で施策を進めていくよう考えている。また、特別支援教育については、北小学校通級指導教室の開設

を機に、特別支援教育センター機能を持たせ、早期からの教育相談の充実や指導力の向上を図っていく。

別冊 17ページは、平成 28年度までの施策推進のロードマップとなっており、1年次ごとに各年度の施

策の達成状況と検証を行い、修正も入れながら進めていく予定。別冊18ページは、各施策を義務教育9

年間の視点で整理した推進イメージ図で、小中学校連携も大きな施策の柱であり、児童生徒の成長が縦

につながるような施策展開に努めていきたいと考えている。 

全員の挙手により原案どおり可決承認 

 

⑥津山市史編さん委員会設置規則の制定について（文化課） 

概要説明 

津山市史の編さんに当たり、教育委員会の付属機関として設置する津山市史編さん委員会の設置規則を

定めるもの。同委員会は、津山市史の編さんについて教育委員会の諮問に対し答申し、また、市史編さ

んに関しその内容、方針等を調査、審議をすることを目的とする。委員の人数は 10人以内で任期は 2

年とし、委員は学識経験者や教育委員会が必要と認める者を委嘱する。 

委員会の庶務については生涯学習部内に新設する津山市史編さん室にて行う。 

 全員の挙手により原案どおり可決承認 

 

 ⑧津山市指定文化財の解除について（文化課） 

概要説明 

津山市文化財保護条例第4条の規定により、津山市指定文化財の指定を解除するもの。解除する文化財

の名称は、神伝流(指定番号第 8号)、種別は重要無形文化財。平成 25年 3月 1日付け岡山県教育委員

会告示第2号により、当該物件が岡山県指定重要無形文化財に指定されたことに伴う解除。 

 全員の挙手により原案どおり可決承認 

  

（2）報告 

 ①津山市議会３月定例会における質問及び答弁について（各課） 

 概要説明 

 各課分を一括して概略を説明する。質問及び答弁内容については、資料41から60ページまでのとおり。

今回は、20の代表質問と個人質問があり、教育委員会関係では 11会派の方から質問があった。通常の

議会に比べるとやや少ない。学校教育部では、今回も学力向上や 35人学級について、中高一貫教育校

について、また、平成 25年度から新たに開設される北小学校通級指導教室についての考え方等の質問

があった。生涯学習部関係では、全般的な質問があり、スポーツ施設の整備、学校支援地域本部、青少
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年健全育成についての質問があった。こども保健部関係では、市町村のこども子育て支援計画はどうす

るのか、保育園・幼稚園教諭の状況はどうなのか等の質問があった。 

 

②通級指導教室の新設について（学校教育課、こども課） 

概要説明 

平成 25年度 4月より北小学校に通級指導教室が開設される。現在、西小学校通級指導教室と津山西中

学校通級指導教室があり、小学校の通級児童の増加や特別支援教育の充実推進のため、北小学校に通級

指導教室を新たに開設し、併せて特別支援教育のセンター機能を持たせることとする。ついては、その

統括的な職務にあたる副校長を1名配置し、通級加配教員について、現在西小学校に4名配置されてい

るものを、2小学校で 5名体制とする。教育相談等をおこなう非常勤嘱託職員を継続配置し、また、幼

児部の担当として、北小学校に幼稚園教諭1名、西小学校に非常勤嘱託職員1名を配置する。北小学校

には、さらに国の事業を活用して予算確保が出来れば、5月から事務職員、相談員等の配置を考えてい

る。指導対象とする児童は、発達障害がある児童及び学習障害、言語障害がある児童が中心となり、通

級地域の範囲を市町村の地域と中学校ブロックで設定している。4月当初の通級児童数は、85名でのス

タートとなる予定。現在、西小学校での通級児童は56名で、年々増加の傾向にある。 

津山市の教育課題のひとつである特別支援教育の充実推進に資する指導、センター機能がなされるよう

に関係各課、専門機関とも連携していきたいと考えている。 

 

 ③平成25年度小中学校入学式について（学校教育課） 

概要説明 

平成 25年度は、4月 9日に小学校入学式、10日に中学校入学式が行われるので、教育委員の皆様にも

資料の表のとおりご出席をよろしくお願いします。なお、具体的な案内は、各学校よりされる。当日お

読みいただく教育委員会からのお祝いのことば、祝辞は添付資料のとおり。 

 

 ④津山市公民館活動推進協議会委員の委嘱及び解嘱について（生涯学習課） 

 概要説明 

津山市公民館条例施行規則及び津山市公民館活動推進協議会設置要領に基づき、津山市公民館活動推進

協議会委員を委嘱及び解嘱したので報告するもの。理由は、選出団体の役員改選によるもの。委嘱につ

いては、平成25年3月1日から平成26年3月31日までの期間として1名の方を委嘱する。なお、解

嘱については平成25年2月28日付で1名の方を解嘱する。 

 

⑤岡山県指定重要文化財等の新指定について（文化課） 

概要説明 

2件の新指定について報告。 

1件目、名称は泰安寺
たいあんじ

本堂
ほんどう

及び表 門
おもてもん

 附
つけたり

寛永 21年本堂建 立 棟
こんりゅうむな

札
ふだ

 宝暦６年表門修理棟札。種別

は重要文化財（建造物）、員数は2棟 2枚、所在地は津山市西寺町12番地、指定日は平成25年3月1

日。本堂は桁行五間、梁間六間、正面向拝付き、入母屋造本瓦葺の大型本堂で、寛永 21年（1644）の

建築である。後の改修もあるが、江戸時代初期の浄土宗本堂の形態をよく保つ優れた建物である。表門

は17世紀中期の建築で、妻飾に華やかさをみせる優作である。寛永21年7月の本堂建立棟札と、裏面

に明治40年の屋根替が追記された宝暦6年正月の表門修理棟札が残されている。 

2件目、名称は神 伝 流
しんでんりゅう

古式
こしき

泳法
えいほう

、種別は重要無形文化財、指定日は平成 25年 3月１日。神伝流は武

術として発達した古式日本泳法で、愛媛県の大洲を発祥の地とする。津山において神伝流が正式に藩の

武術として採用されたのは、天保５年（1834）のことである。泳法は煽
あお

り足、沈み体で、真・行・草３

種類の基本的な泳法がある。これらの泳法を基にして、五ヶ条伸び、抜業
ぬきわざ

、立泳ぎ
たちおよぎ

、水入
みずいり

、櫓業
やぐらわざ

など

50種類以上の技があり、疲れを少なくして遠くまで泳ぎきるもの、動作の調子を利用して急流を乗り切

るもの、手足を縛られても潜り抜けるもの、甲胄を付けたままで川や堀を泳ぎ切るものなど、実用的泳

法の技術と技法が現在によく伝承され、その様式美も高く評価される。 

 

⑥東日本大震災被災者の幼稚園入園の取り扱いの変更について（こども課） 

概要説明 

現在、東日本大震災における被災児童が幼稚園に入園した場合、平成 24年度末を限度として幼稚園保

育料、預かり保育を利用した場合の本人負担金を免除することとしていたが、免除期間を平成 25年度



 - 4 - 

末（平成26年3月31日）まで延長するもの。ただし、現在対象者はいない。また、保育所にも同様の

制度があり、1名の園児が対象となっている。 

 

（非公開） 
削除 

 

 

7.その他   

(1)各課からの報告  

①美作国建国1300年記念事業プレイベント「みまさか猿神退治」(3/31)について（文化課） 

概要説明 

美作国建国1300年記念事業プレイベントとして、美作国建国1300年記念事業実行委員会の主催により、

ミュージカル「みまさか猿神退治」が 3月 31日、津山文化センターにおいて開催される。美作地域の

住民によるミュージカルであり、美作国建国当時を舞台に、悪の限りを尽くす大猿を若者たちが力を合

わせて退治する物語。委員の皆様にも是非ご覧いただきたい。 

 

②美作国建国1300年記念日セレモニー(4/3)について（文化課） 

概要説明 

美作国建国 1300年記念事業の始まりのイベントとして「懐かしく新しい未来へ還ろう」をテーマに、

ＮＡＲＵＴＯ列車の運行開始で事業を盛り上げるとともに、美作国の絆を未来へ伝える祝賀イベントを

開催する。開催日は4月3日、会場は津山城（鶴山広場）。イベントの内容は、美作国建国1300年ＰＲ

大使ＳaＫuＬoveとＰＲ特使の野村昌子さん（バルーンアーティスト）のステージや、1300個の風船に

美作地域内の小学生５・６年生に書いてもらったメッセージカードを付けて 13時に飛ばす。そのカー

ドを拾った方が美作国建国 1300年記念事業実行委員会事務局へ連絡くだされば、子どもたちに伝える

とともに幸せの種をプレゼントする。  

 

③美作国建国1300年春休み企画「美作国の歴史を学ぼう」（図書館） 

概要説明 

津山市立図書館では、4月5日、「美作国の歴史を学ぼう」と題して、小学生以上を対象に歴史講座の開

催を予定している。その他、4月1日から5月10日までの期間、展示コーナー全体を使って津山郷土博

物館所蔵の「大名行列図」の原寸大のコピーを展示する。関係図書の利用促進も図りながら、利用者の

方には郷土の歴史、文化にさらに関心を持っていただきたい。資料裏面には、美作地域の9つの公立図

書館と岡山県立図書館で実施する美作国建国1300年に関連した記念展示を紹介している。 

 

④第21回津山加茂郷フルマラソンについて 

概要説明 

4月21日に開催される、第21回津山加茂郷フルマラソン全国大会のエントリー数が確定した。今回は、

2,238名でエントリー数としては過去2番目に多い。内訳は、フルマラソン5部門に1,802人、ミニマ

ラソン3部門に436人。教育委員の皆様には既にご案内していますが、ご出席よろしくお願いします。 

 

⑤津山市教育委員会委員の任命について 

概要説明 

1名欠員となっていた教育委員に、3月19日の市議会の同意を得て、現在中道中学校の校長である真木

源氏が任命されることとなった。真木氏は3月31日に中学校を退職され、4月1日に教育委員として任

命される。 

 

（2）次回定例会の開催について 

教育委員会会議4月定例会を、平成25年4月23日（火）午後2時から開催。 

全員賛成により決定。 
 
8.閉会 

(15：15) 


